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ふるさとウォッチング
・南砺市楮

こうず

集落
　棚田の保全と関係人口拡大への取組み
・とやま帰農塾（魚津片貝塾）
　清流片貝川沿いを散策
　 “ 自然の偉大さを感じる ”

 中山間地域チャレンジ支援事業・�
農村 RMO形成推進事業の紹介
・�黒瀬谷KIRARI 活性化協議会�

山だけど楽しみあふれる黒瀬谷
魅力たっぷり！とやまの6次産業化
・�（農）長沢営農組合�

長沢地区の「美味しい」を 
ご賞味ください　

・�第 14 回�
「とやまの農山村写真展」受賞作品紹介
表紙写真の裏側
・�ぶどう産地の労働力不足に�
救世主登場！
お知らせ
・�ワクワクとやま応援寄附金（ふるさと
納税）返礼品「とやま農泊宿泊チケット」
のご案内
・�富山県農山漁村総合サイト�
「むらまち交流ラボとやま」開設！

・�里山工房 FICO�
氷見の里山でゆったりとした 
時間を過ごしませんか
カモ親子の農村日記�
　～土地改良施設の紹介～
・五位ダム
　氷見地区を潤す
トピックス
・�放任果樹を地域活性化の�
きっかけに
・�令和 7年度�
「週末とやま農村 Life」�
参加者募集！
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地元の
新川高校の生徒たち新川高校の生徒たちが 

　　ぶどう農家ぶどう農家の救世主救世主！！
労働力不足に悩む西布施地域での援農

詳しくは裏表紙へ



聖光寺の聖徳太子像
【HP 南砺市文化芸術

アーカイブス より】

　

楮
集
落
の
獅
子
舞
は
、
毎
年
、
春
と
秋
の
例
祭

で
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。
五
箇
山
の
他
集
落
の
獅

子
舞
と
異
な
る
特
徴
と
し
て
、独
自
の「
キ
リ
マ
ゼ
」

と
い
う
演
目
が
あ
る
ほ
か
、
一
部
の
演
目
に
お
い

て
獅
子
取
が
獅
子
の
周
り
を
回
る
方
向
が
通
常
と

は
逆
の
左
回
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
５
年
に
は
、
楮
獅
子
舞
を
ル
ー
ツ
と
す
る

北
海
道
風
連
町
（
現
在
の
名
寄
市
）
の
獅
子
舞
保

存
会
と
の
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
少
子
化
の
影
響
で
獅
子
取
の
成
り
手

が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
ず
、
今
後
ど
の
よ
う
に
次

世
代
へ
継
承
し
て
い
く
か
が
課
題
で
す
。

　

ま
た
、
集
落
内
の
聖
光
寺
で
は
、
毎
年
７
月
13

　

平
成
22
年
度
に
は
、
筑
波
大
学
人
間
総
合
科

学
研
究
群
世
界
遺
産
学
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
棚
田

コ
ー
リ
ャ
ク
隊
」
が
、
文
化
遺
産
演
習
の
講
義
の

一
環
と
し
て
、
楮
集
落
で
棚
田
の
石
積
み
の
補
修

を
手
伝
う
と
と
も
に
地
域
文
化
に
触
れ
る
活
動
を

実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
縁
と
な
り
、
筑
波
大
学

棚
田
コ
ー
リ
ャ
ク
隊
と
の
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
９
月
に
は
、
県
の
「
中
山
間
地
域
保

全
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進
事
業
」
を
活
用
し
、

筑
波
大
学
と
楮
集
落
棚
田
保
全
委
員
会
と
の
間
で

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
が
結
ば
れ
ま
し
た
。
棚

田
の
再
生
活
動
や
、
地
域
の
芸
能
・
技
能
の
継
承

な
ど
の
活
動
を
と
も
に
行
っ
て
い
く
こ
と
に
し
て

お
り
、
協
定
の
締
結
を
き
っ
か
け
に
、
双
方
の
協

働
活
動
へ
の
意
識
が
高
ま
る
こ
と
で
、
関
係
人
口

の
拡
大
・
深
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
県
と
し
て
は
、

協
働
活
動
が
将
来
的
に
自
走
化
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
、
引
き
続
き
活
動
に
必
要
な
資
機
材
を
提
供

す
る
な
ど
、
支
援
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

※
「
中
山
間
地
域
保
全
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進
事
業
」
に
つ

い
て
は
、
裏
表
紙
で
詳
し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
30
年
頃
の
集
落
を
描
い
た
鉛
筆
画
で
は
、

傾
斜
地
に
棚
田
が
形
成
さ
れ
て
い
る
様
子
が
わ
か

り
ま
す
。
し
か
し
現
在
は
山
側
の
棚
田
が
山
林
化

し
、
埋
も
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
、
伐
採
や
草

刈
り
を
進
め
て
景
観
や
災
害
防
止
機
能
の
回
復
を

図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
現
存
す
る
棚
田
に
つ
い
て
は
、
外
部
団

体
の
応
援
等
も
受
け
な
が
ら
、
今
後
も
農
地
と
し

て
の
有
効
活
用
方
法
を
検
討
し
て
い
く
と
と
も

に
、
関
連
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
よ
り
、
関
係

人
口
の
拡
大
と
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

　

県
で
は
、「
棚
田
地
域
水
と
土
保
全
基
金
」
を

活
用
し
、
棚
田
オ
ー
ナ
ー
事
業
や
遊
休
農
地
を
活

用
し
た
特
産
品
栽
培
な
ど
、
棚
田
地
域
の
農
地
等

の
保
全
・
利
活
用
に
関
わ
る
事
業
に
対
し
て
支
援

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
富
山
県
農
林
水

産
部
農
村
振
興
課
都
市
農
村
交
流
係
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ

：

０
７
６

－

４
４
４

－

３
３
８
０
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

楮
集
落
棚
田
保
全
委
員
会
で
は
、
棚
田
を
荒
廃

さ
せ
ず
活
用
す
る
た
め
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
に
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
で
実
施

し
た
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
、
現
在
も
毎
年
行
っ
て
い
ま

す
。
平
成
27
年
３
月
に
開
通
し
た
北
陸
新
幹
線
の

始
発
乗
車
の
乗
客
を
迎
え
て
開
催
し
た
雪
の
棚
田

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
と
音
楽
会
は
大
盛
況
と
な
り
、
そ

れ
以
降
、
雪
の
棚
田
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
と
音
楽
会
は

恒
例
行
事
と
し
て
継
続
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
棚
田
で
は
、
ひ
ま
わ
り
の
植
栽
や
、
五
箇

山
在
来
の
か
ぼ
ち
ゃ
「
五
箇
山
ぼ
べ
ら
」
や
赤
か

ぶ
な
ど
の
生
産
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
活
用

　

楮
集
落
に
は
、
石
積
み
の
棚
田
が
数
多
く
存
在

し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
長
い
年
月
が
経
ち
、
石
垣
の
崩
壊
や

耕
作
放
棄
に
よ
り
、
荒
廃
し
た
棚
田
が
増
え
て
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
平
成
21
年
に
南
砺
市
の
「
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
を
活
用
し
、
農
地
保
全

活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

日
か
ら
15
日
ま
で
の
３
日
間
、
聖
徳
太
子
二
歳
像

の
ご
開
扉
や
太
子
像
に
う
ち
か
け
ら
れ
て
き
た
現

存
す
る
小
袖
の
展
示
や
、
聖
徳
太
子
縁
起
の
拝
読

な
ど
を
行
う
「
太
子
伝
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

聖
光
寺
の
聖
徳
太
子
二
歳
像
に
は
、
天
正
13
年
の

大
地
震
に
よ
る
山
崩
れ
で
庄
川
町
ま
で
流
さ
れ
た

が
、
お
告
げ
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
と
い
う
伝
説

が
あ
り
、
無
名
の
名
勝
と
し
て
関
心
を
呼
ん
で
い

ま
す
。

　

南
砺
市
上
平
地
域
の
楮
集
落
は
、
か
つ

て
は
冬
季
に
庄
川
の
対
岸
に
渡
る
手
段
が

板
張
り
の
吊
り
橋
と
篭
の
渡
し
以
外
に
な

く
、
陸
の
孤
島
と
言
わ
れ
て
い
た
五
箇
山

の
中
で
も
さ
ら
に
隔
絶
さ
れ
た
「
陸
の
孤

島
の
孤
島
」
で
し
た
。
そ
の
た
め
か
、
他

の
集
落
で
は
見
ら
れ
な
い
獅
子
舞
演
目
な

ど
、
独
特
な
行
事
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
人
口

減
少
な
ど
に
よ
り
、
こ
う
し
た
独
特
な
行

事
等
も
縮
小
や
運
営
方
法
の
変
更
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
地
域
の
農
地
の

荒
廃
化
も
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
う
し
た
課

題
を
解
決
す
る
た
め
、
新
た
な
活
動
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
る
な
ど
し
て
集
落
の
活

性
化
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
行
事

棚
田
コ
ー
リ
ャ
ク
隊
と
の
出
会
い

農
村
の
原
風
景
と
今
後
の
展
望

棚
田
地
域
へ
の
県
の
支
援

棚
田
活
用
方
法
の
模
索

石
積
み
棚
田
の
修
復
と

関
係
人
口
拡
大
へ
の
取
組
み

「
陸
の
孤
島
の
孤
島
」

だ
っ
た
楮
集
落
で

棚
田
の
保
全

棚
田
の
保
全
と

  
関
係
人
口
拡
大

関
係
人
口
拡
大
へ
の
取
組
み　

▲「太子伝」聖徳太子縁起の拝読
▲石積み棚田除草活動

▲耕作放棄状態の石積み棚田

▲棚田保全活動事業「赤かぶオーナー（種まき作業）」

◀▲石積み棚田修復活動

▲棚田コーリャク隊と地元指導者

▼棚田ライトアップイベントで提供した料
理。「ぼべらプリン」、「赤かぶ菜飯」など

▶昭和30年頃の楮
集落（集落北側か
らのスケッチ）

▼現在の楮集落
（ドローンによ
り撮影）

参
考
文
献
等

：

富
山
県
の
獅
子
舞（
富
山
県
教
育
委
員
会
）

ラグビーボールの
ような形が特徴的
なかぼちゃで、五
箇山の伝統野菜です。「ふるさと
夢とやま」39号で詳しく紹介して
います。

県HP『広報誌「ふるさと夢とやま」
バックナンバー』

（URL: https://www.pref.toyama.jp/
1605/sangyou/nourinsuisan/
nougyou/kj00022050/
kj00022049.html）

▲パートナーシップ協定締結式

▶
楮
獅
子
舞

南砺市楮集落
ふるさと

ウォッチング
こうず

南砺市

上平地域楮集落

し
た
料
理
を
棚
田
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン

ト
で
提
供
し
、
Ｐ
Ｒ

に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
令
和
６
年
度

に
は
「
み
ん
な
で
農

作
業
の
日
実
行
委
員

会
」
の
協
力
に
よ
り

「
赤
か
ぶ
オ
ー
ナ
ー
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

五箇山ぼべら

▲棚田ライトアップ▲赤かぶオーナー（収穫作業）

風連町との獅子舞交流の様子
動画はこちらから
https://youtu.be/
diKeedyI9OQ?t=23
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２
日
目
は
、
富
山
県
農
林
水
産
総
合
技
術
セ
ン

タ
ー
森
林
研
究
所
で
開
発
さ
れ
た
無
花
粉
杉
「
立

山
森
の
輝
き
」
の
苗
木
の
植
え
付
け
を
行
い
ま
し

た
。
新
川
森
林
組
合
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
植
え
方
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、
作
業
を
開
始
。
慣
れ
な
い
体

験
に
少
し
戸

惑
い
な
が
ら

も
、
上
手
に

作
業
を
行
い

ま
し
た
。
作

業
前
に
は
ニ

ホ
ン
カ
モ
シ

カ
が
出
現
し
、

写
真
撮
影
と

い
う
一
幕
も

あ
り
ま
し
た
。

　

魚
津
片
貝
塾
で
は
、
観
光
旅
行
で
は
体
験
で
き

な
い
地
域
の
魅
力
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
塾
生

た
ち
か
ら
は
、「
洞
杉
に
感
動
し
た
。
富
山
に
こ

ん
な
と
こ
ろ
が
あ
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
」「
学
校

だ
っ
た
と
こ
ろ
に
宿
泊
で
き
て
よ
か
っ
た
」「
片
貝

地
域
は
思
っ
た
よ
り
広
く
、
ゆ
っ
た
り
で
き
た
」
な

ど
、
片
貝
地
域
へ
の
称
賛
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

清
流
片
貝
川

清
流
片
貝
川
沿
い
を
散
策

  “
自
然
の
偉
大
さ
を
感
じ
る
〟

とやま帰農塾
（魚津片貝塾）

ふるさと
ウォッチング

　

県
内
の
農
山
漁
村
で
田
舎
暮
ら
し
を
体
験
す
る「
と
や
ま
帰
農
塾
」。

令
和
６
年
５
月
25
日
～
26
日
に
魚
津
市
片
貝
地
域
で
開
催
さ
れ
た「
魚

津
片
貝
塾
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
魚
津
片
貝
塾
」
は
片
貝
地
域
振
興
会
の
会
長
の
伊
藤
さ
ん
を
は

じ
め
と
す
る
地
区
住
民
の
協
力
で
、
今
回
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
塾
生
た
ち
は
、
片
貝
地
域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
何
を
感
じ

た
の
で
し
ょ
う
か
？

魚津市

片貝地域

▲地区住民による塾生への「洞杉」の説明

▲自分で組み立てた椅子を持って記念撮影

　

１
日
目
は
片
貝
地
域
の
自
然
環
境
を
学
ぶ
た

め
、
片
貝
川
上
流
の
洞
杉
と
蛇
石
に
向
か
い
ま
し

た
。洞
杉
は
南
又
谷
の
標
高
５
０
０
～
７
０
０
メ
ー

ト
ル
の
急
傾
斜
地
に
生
え
て
い
る
大
き
な
杉
で
、

樹
齢
は
推
定
５
０
０
年
以
上
、
本
数
は
１
０
０
本

以
上
、
根
株
が
巨
石
を
抱
え
る
よ
う
に
し
て
い
る

の
が
特
徴
で
す
。
蛇
石
（
龍
石
）
は
川
の
中
に
あ

る
大
き
な
岩
で
、
蛇
の
よ
う
な
模
様
が
見
ら
れ
ま

す
。
い
ず
れ
も
長
い
時
間
を
か
け
形
成
さ
れ
た
も

片
貝
川
沿
い
の
自
然
遺
産
、
施
設
巡
り

～
洞ど

う

杉す
ぎ

、
蛇へ

び

石い
し

（
龍り

ゅ
う

石せ
き

）、
東ひ

が
し

山や
ま

円え
ん

筒と
う

分ぶ
ん

水す
い

槽そ
う

～
の
で
、
塾
生
た
ち
は
こ
れ
ら
を
目
に
し
、
自
然
の

雄
大
さ
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
東
山
円
筒
分
水
槽
へ
移
動
。
こ
の
施

設
は
、
片
貝
川
か
ら
引
い
た
水
を
３
つ
の
農
業
用

水
路
に
分
水
し
て
お
り
、
建
設
後
50
年
以
上
が

経
過
し
た
今
も
農
業
用
水
供
給
に
貢
献
し
て
い
ま

す
。
水
槽
の
上
か
ら
一
定
の
リ
ズ
ム
で
あ
ふ
れ
で

る
水
に
、
一
同
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

▲蛇石（龍石）について解説を受ける塾生

県HP『広報誌「ふるさと夢とやま」バックナンバー』
（URL：https://www.pref.toyama.jp/1605/sangyou/

nourinsuisan/nougyou/kj00022050/kj00022049.html）

URL：http://www.
nice-tv.jp/~k-korare/

URL： https://www.
instagram.com/katakai_
community_center/

▲東山円筒分水槽

▲よしなの葉の抜き取り

▼塾生による苗木の植え付け▼県産材を使った椅子づくり

▼地元食材を使った料理を囲んだ交流会
　

蛇
石
（
龍
石
）
を
見
た
後
、
東
山
円
筒
分
水
槽
へ
向
か

う
途
中
で
、
夕
飯
の
食
材
調
達
の
た
め
、
よ
し
な
の
収
穫

作
業
を
行
い
ま
し
た
。
宿
泊
場
所
の
シ
ェ
ル
ピ
ー
ス
に

戻
っ
て
か
ら
、
調
理
の
下
準
備
を
行
い
ま
し
た
。
帰
農
塾

ス
タ
ッ
フ
の
お
母
さ
ん
方
か
ら
や
り
方
を
教
わ
り
、
熱
心

に
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

１
日
目
の
夜
は
、

当
日
収
穫
し
た
よ
し

な
を
は
じ
め
、
地
元

食
材
を
使
っ
た
料
理

を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
地
元
関
係
者
と

塾
生
に
よ
る
交
流
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

魚
津
市
の
元
地
域
お

こ
し
協
力
隊
で
、
近
隣
の
西
布
施
地
区
で
就
農
し
た

湯
沢
さ
ん
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
移
住
の
き
っ
か

け
や
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

現
在
は
サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培
に
専
念
し
て
お
り
、
農
業

を
頑
張
っ
て
い
く
と
の
言
葉
に
、
皆
さ
ん
感
心
し
て

い
ま
し
た
。

　

植
樹
の
後
は
、
シ
ェ
ル
ピ
ー
ス
の
図
工
室
で
椅

子
づ
く
り
。
引
き
続
き
、新
川
森
林
組
合
の
ス
タ
ッ

フ
の
説
明
を
受
け
、
木
材
の
カ
ッ
ト
、
組
立
て
作

業
を
実
施
。
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
何
と
か
完
成

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
椅
子
は
記
念
に
持
ち
帰
る

こ
と
が
で
き
、

皆
さ
ん
満
足
げ

な
表
情
を
し
て

い
ま
し
た
。

よ
し
な
の
収
穫
、
調
理
の
下
準
備

地
域
交
流
会

木
工
に
よ
る
椅
子
づ
く
り

無
花
粉
杉
の
植
樹

魚
津
片
貝
塾
を
終
え
て

● 

伊
藤
塾
長
よ
り

片貝川の水を東山地区の天神野用水・青柳用水・東
山用水の3つの用水に公平に分配する施設。「ふるさ
と夢とやま」45号で詳しく紹介しています。

　平成28年3月に閉校となった片貝
小学校をリノベーションした、宿泊
室、図工室、多目的研修室、体育館、
入浴施設などを備えた施設で、令和
３年４月に開所。
　片貝地域振興会では、この施設を
拠点に、県の「中山間地域チャレン
ジ支援事業」を活用して作成した、「片
貝体験プログラム」により、片貝なら
ではの自然体験を提供しています。

令和7年度から、「とやま
帰農塾」は新たに「週末
とやま農村Life」として
生まれ変わります。「魚
津片貝塾」も「魚津片貝
ラボ」として実施予定で
す。詳 細は14ペ ージ を
ご覧ください。

東山円筒分水槽HP

Instagram

問い合わせ・
「片貝体験プログラム」

申し込み先

片貝コミュニティセンター
「毛

け

勝
か ち

の郷 シェルピース」

▲地元食材の料理

参 考

宿泊場所

お知らせ

住 所  富山県魚津市島尻818番地
T E L  0765-32-8203
E-mail  k-korare@nice-tv.jp

片貝地域振興会
（魚津市片貝コミュニティセン
ター「毛勝の郷 シェルピ―ス」）

※「中山間地域チャレンジ支援事業」につい
ては6ページ・7ページで詳しく紹介して
います。

　

魚
津
市
水
循
環
遺
産
巡
り
を
テ
ー
マ
に
、今
回
、

初
め
て
開
催
し
た
魚
津
片
貝
塾
で
は
、
参
加
者
か

ら
多
く
の
称
賛
の
声
を
い
た
だ
き
、
大
変
、
有
意

義
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。令
和
７
年
度
は
、

魚
津
漁
業
協
同
組
合
と
連
携
を
図
り
、「
魚
」
を

テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。“
毛
勝
の
郷
シ
ェ
ル
ピ
ー

ス
”
に
宿
泊
し
て
い
た
だ
き
、
交
流
人
口
を
増
や

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
皆
様
の
ご
参
加

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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中山間地域チャレンジ支援事業・
農村RMO形成推進事業の紹介

黒
瀬
谷
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｒ
Ｉ
活
性
化
協
議
会
（
富
山
市
八
尾
町
）　

富
山
市
八
尾
町
の
東
部
に
位
置
す
る
黒
瀬
谷
地
区
で
は
、
豊
富

な
水
資
源
を
活
用
し
た
農
業
を
展
開
し
、
農
業
を
核
と
し
た
活
発

な
集
落
活
動
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
近
年
、
少
子
高
齢

化
や
人
口
減
少
、
農
業
の
担
い
手
不
足
に
よ
る
荒
廃
農
地
の
増
加

な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
魅

力
あ
る
地
区
を
目
指
し
た
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

富山市

八尾町黒瀬谷地区

　

令
和
４
年
度
に
地
区
内
唯
一
の
保
育
所
が
休
所

し
、
令
和
５
年
度
末
に
地
区
内
の
樫
尾
小
学
校
が

閉
校
し
た
ほ
か
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
な
ど
も
受
け
、

地
域
の
活
気
に
陰
り
が
出
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た

状
況
を
打
破
す
る
た
め
、
国
の
「
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
形
成

推
進
事
業
」を
活
用
し
、令
和
５
年
度
に
従
来
の「
黒

瀬
谷
地
区
活
性
化
プ
ラ
ン
推
進
委
員
会
」
を
再
編
・

強
化
す
る
形
で
「
黒
瀬
谷
Ｋ

Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｒ
Ｉ
活
性
化
協
議
会
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
初
年
度

と
な
る
令
和
５
年
度
に
は
、

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
先
進
地

視
察
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
協
議
会

全
体
会
議
で
地
域
の
課
題
を

整
理
し
、
地
域
の
目
指
す
姿

で
あ
る
「
黒
瀬
谷
地
区
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
及
び
実

証
事
業
の
具
体
化
・
合
意
形

成
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

カ
ブ
ト
ム
シ
・
ク
ワ
ガ
タ
の
繁
殖
場
所
と
な
る

「
カ
ブ
ト
ム
シ
・
ク
ワ
ガ
タ
の
里
」
や
「
ビ
オ
ト
ー

プ
」
を
設
置
し
、
子
ど
も
や
親
子
が
集
う
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
し
、
取
組
み
の
更
な
る

充
実
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

毎
年
４
～
12
月
に
開
催
し
て
い
る
「
菜
菜
こ
ら

れ
市
」
に
は
、
地
域
の
農
作
物
や
農
産
加
工
品
を

求
め
て
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。
12
月
初
旬
に
は

「
新
そ
ば
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
、
行
列
が
で
き
る

ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
す
。
黒
瀬
谷
産
の
マ
ス
カ
ッ

ト
を
使
用
し
た
限
定

ワ
イ
ン
も
販
売
し
て
い

ま
す
。

　

令
和
６
年
度
に
は

「
軒
下
カ
フ
ェ
」
を
試

行
的
に
実
施
し
、
地
域

協
議
会
で
企
画
し
た

ス
イ
ー
ツ
づ
く
り
教

室
で
開
発
中
の
ケ
ー

キ
の
試
食
等
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

地
元
高
校
生
を
対
象
に

映
像
制
作
等
に
関
す
る
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

黒
瀬
谷
地
区
を
テ
ー
マ
に

し
た
動
画
制
作
を
行
い
、

地
区
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

「
黒
瀬
谷
き
ら
り
ネ
ッ
ト
」

（https://kurosedani-
kirari.net/

）
で
発
信
し

て
い
ま
す
。

　

黒
瀬
谷
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｒ
Ｉ
活
性
化
協
議
会
で
は
、

地
区
の
抱
え
る
課
題
を
、
迅
速
か
つ
効
率
的
に
解

決
で
き
る
よ
う
、
地
域
で
支
え
あ
う
む
ら
づ
く
り

を
進
め
る
取
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
若
い
世

代
を
ど
の
よ
う
に
巻
き
込
む
の
か
、
人
口
減
少
と

高
齢
化
に
歯
止
め
を
か
け
、
次
世
代
の
定
住
・
移

住
を
進
め
る
に
は
何
が
で
き
る
か
。
宮
田
会
長
は
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
魅
力
あ
る
地
域
づ
く

り
を
住
民
の
み
ん
な
と
知
恵
を
出
し
合
っ
て
進
め

て
い
き
た
い
と
熱
く
抱
負
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

買
い
物
等
に
不
安
を
感

じ
て
い
る
高
齢
者
の
交
通
手

段
と
す
る
た
め
、
地
区
住
民

で
運
転
手
を
募
り
、
無
償
の

福
祉
ワ
ゴ
ン
の
試
験
的
運
行

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
利
用

者
数
や
行
き
先
、
経
費
な

ど
を
調
査
し
、
運
行
計
画
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
な
ど
、

将
来
的
な
運
行
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
農
業
の
定
着
と
農
作
業
の
省
力
化
に

加
え
、
体
験
農
園
等
の
交
流
を
企
画
し
、
高
齢
者

が
活
躍
で
き
る
場
づ
く
り
や
、
将
来
の
農
業
担
い
手

候
補
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

子
ど
も
が
集
う
拠
点
づ
く
り

「
菜
菜
こ
ら
れ
市
」
の
開
催

地
区
の
情
報
発
信

黒
瀬
谷
地
区
の
将
来
の
た
め
に

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
里
づ
く
り

農
用
地
の
保
全

地
域
協
議
会
の
設
立

● 八村塁応援選米プロジェクト（令和4年度まで）

● 農業の活性化

● 関係人口の創出

　富山市出身のNBA八村塁選
手の祖母が黒瀬谷地区に在住
していたことから、地域ぐる
みで活躍を応援！
　地元の小学生を対象に新品
種「富富富」の田植えや稲刈り
体験を実施し、収穫した米を
八村選手に贈りました。

● 中山間地域
山間地やその周りの地域、その他地理的条件
が悪く、農業をするのに不利な地域。富山県
では、「富山県中山間地域における持続可能
な地域社会の形成に関する条例」で「中山間地
域」を定義するとともに、「中山間地域チャレ
ンジ支援事業」などによって支援しています。

● 中山間地域チャレンジ支援事業
中山間地域の活性化に向けて企業、団体、
集落等が取り組もうとする活動の試行に対
して、県が補助金を交付する事業。

● 農村RMO形成推進事業
農村RMOの形成を推進するため、地域の話
し合いを通じた農用地保全、地域資源活用、
生活支援に係る将来ビジョンの策定、ビジョ
ンに基づく調査、計画作成、実証事業等の取
組み、デジタル技術の導入・定着を推進する
取組みのほか、協議会の伴走者となる組織
の育成等の取組みを国が支援する事業。

● 農村型地域運営組織
（農村RMO:Region Management Organization）

複数の集落の機能を補完して、農用地保全
活動や農業を核とした経済活動と併せて、
生活支援等地域のコミュニティの維持に資
する取組みを行う組織。 　シャクヤクの摘

み 取 り 体 験 の ほ
か、富山市内の企
業と連携して、ア
ロマオイル用の赤
ジソ等を栽培して
います。

　地区を応援するサポーター
グループ「黒瀬谷きらり倶楽
部」を結成。地区のイベント
の企画や参加、地区の情報発
信などを行っています。

▲八村選手に贈る「富富富」
の稲刈り体験

▼甘くておいしいと好評のトウモロコシ収穫体験

◀きらり倶楽部企画
の「大人の運動会」

「黒瀬谷きらりネッ
ト」はこちらから

▲地元天気図ワークショップ

▲エダマメの親子収穫体験

▲リモコン草刈り機の実証▲豊富な品ぞろえの地域の農作物

▲福祉ワゴンの運行▲研修を受ける地元高校生

▲赤ジソの栽培 ▲シャクヤクの
摘み取り体験

▲各グループによる発表
▲繁殖場所を設置

▲ビオトープづくり

黒瀬谷KIRARI活性化協議会
（黒瀬谷交流センター喜楽里館内）

富山県地方創生局ワンチームとやま推進室
中山間地域支援・移住促進課中山間地域支援担当

富山県農林水産部農村振興課中山間農業振興係

各農林振興センター企画振興課
新川農林振興センター

問い合わせ先

「中山間地域チャレンジ支援事業」について

「農村 RMO 形成推進事業」について

〒939-2321 富山市八尾町小長谷352
TEL  076-455-1074

TEL  076-444-9607

TEL  076-444-9011

TEL  0765-22-9136
富山農林振興センター TEL  076-444-4475
高岡農林振興センター TEL  0766-26-8448
砺波農林振興センター TEL  0763-32-8130

用語メモ

山
だ
け
ど
楽
し
み
あ
ふ
れ
る

黒
瀬
谷

黒
瀬
谷

「
中
山
間
地
域
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
」の
取
組
み（
令
和
２
年
度
～
令
和
４
年
度
）

「
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
形
成
推
進
事
業
」の
取
組
み（
令
和
５
年
度
～
）

　

平
成
30
年
度
に
、
地
域
の
将
来
像
と
課
題
解
決
に

向
け
た
「
黒
瀬
谷
地
区
活
性
化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
、
翌
年
に
は
「
黒
瀬
谷
地
区
活
性
化
プ
ラ

ン
推
進
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
そ
し
て
令
和

２
年
度
か
ら
３
年
間
、
県
の
「
中
山
間
地
域
チ
ャ

レ
ン
ジ
支
援
事
業
」
を
活
用
し
、
地
区
住
民
が
主

体
と
な
っ
て
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
を
目
指
し
ま
し
た
。

▲「菜菜こられ市」での農産加工品販売 ▲サツマイモ収穫体験
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主
な
６
次
化
商
品
は
こ
ち
ら
！

お
す
す
め
の
メ
ニ
ュ
ー

　

米
や
桃
を
販
売
し
、お
客
様
か
ら
「
美
味
し
い
」

と
言
っ
て
も
ら
う
中
で
、
加
工
品
と
し
て
も
提
供

　

組
合
に
は
加
工
場
が
な
い
た
め
、
加
工
の
委

託
先
を
探
す
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。
工
場
見
学

や
話
し
合
い
を
重
ね
、
安
心
で
き
る
委
託
先
を

選
び
ま
し
た
。

実
感
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
方
々
同
士
が

交
流
で
き
る
場
所
が
ほ
し
い
と
い
う
思
い
や
、
能

登
半
島
地
震
の
復
興
の
思
い

も
あ
り
、
イ
ー
ト
イ
ン
ス
ペ
ー

ス
を
設
け
ま
し
た
。「
ほ
っ
と
す 

る
」、「
懐
か
し
さ
が
あ
る
」等

の
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

様
々
な
人
と
の
つ
な
が
り
が
広
が
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。
地
域
の
方
々
と
の
繋
が
り
で
地
元

の
素
材
を
仕
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
と
繋

が
り
が
よ
り
深
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
ま

た
、
大
変
嬉
し
い
こ
と
に
、
お
客
様
の
口
コ
ミ
で

「
里
山
工
房
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
」
が
広
が
り
、
市
内
に

留
ま
ら
ず
、
市
外
や
県
外
か
ら
も
お
客
様
が
お

越
し
に
な
り
、
そ
の
後
何
度
も
足
を
運
ん
で
く

だ
さ
る
お
客
様
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
私
自
身
が
繋
が
り
の
大
切
さ
を

　

現
在
、無
花
果
を
１
２
０
本
栽
培
し
て
お
り
、

あ
と
50
本
増
や
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
か
ら
も
地
元
の
素
材
を
使
っ
た
お
菓

子
で
地
域
に
貢
献
し
、
地
域
の
方
々
に
気
軽
に

訪
れ
て
い
た
だ
け
る
、
あ
た
た
か
い
お
店
を
目

指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
里
山
工
房
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
」
で
里
山
の
風
景
と

里
山
か
ら
生
ま
れ
た
お
菓
子
と
と
も
に
ゆ
っ
た

り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

さ
つ
ま
い
も
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
や
米
粉
シ
フ
ォ
ン

ケ
ー
キ
、
無
花
果
ジ
ャ
ム
・
コ
ン
ポ
ー
ト
で
す
。

甘
す
ぎ
な
い
優
し
い
味
が
好
評
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー

の
お
客
様
が
増
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
米
粉
を
使
用

し
て
い
る
た
め
、
グ
ル
テ

ン
フ
リ
ー
の
健
康
志
向
の

方
に
も
好
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

美
味
し
い
商
品
を
生
み
出
せ
た
こ
と
で
す
。

こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
作
っ
た
米
や
桃
が
、
別
の

形
に
な
っ
て
手
に
取
っ
て
も
ら
え
、
さ
ら
に
美
味

し
い
と
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
嬉
し
く

思
い
ま
す
。
ま
た
、
加
工
品
の
販
売
を
通
し
て

客
層
が
拡
大
し
、
広
く
長
沢
営
農
組
合
を
知
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ほ
か
、
男
性
中
心

だ
っ
た
組
合
員
同
士
の
繋
が
り
の
中
に
、
組
合

員
の
奥
さ
ん
同
士
の
繋
が
り
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

●
農
村
女
性
起
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

農
村
女
性
が
行
う
新
商
品
開
発
や
業
務
拡

大
に
対
し
県
が
支
援
す
る
事
業
。

●
農
村
女
性
起
業
拡
大
支
援
事
業

農
村
女
性
が
行
う
直
売
・
加
工
施
設
の
整

備
等
に
対
し
県
が
支
援
す
る
事
業
。
令
和

６
年
度
か
ら
は
、
県
内
の
農
林
漁
業
者
の

６
次
産
業
化
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る「
６

次
産
業
化
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
女
性
モ

デ
ル
事
業
」
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
６
次
産
業
化
と
や
ま
の
魅
力
発
信
事
業

農
林
漁
業
者
が
６
次
産
業
化
に
係
る
新
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
を
行
う
際
に
必
要

な
加
工
用
機
械
の
整
備
等
へ
県
が
支
援
す

る
事
業
。
令
和
６
年
度
か
ら
は
、「
６
次

産
業
化
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
」
と
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
組
み
を
長
く
続
け
て
い
く
こ
と
が
目

標
で
す
。
次
の
担
い
手
に
引
き
継
い
で
も
ら
え

る
基
盤
作
り
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

組
合
員
の
多
く
は
会
社
勤
め
を
し
て
お
り
忙

し
く
、
加
工
に
関
与
す
る
余
裕
が
な
か
っ
た
た

め
、
当
初
は
積
極
的
な
協
力
を
得
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
販
売
を
始
め
た
頃
か
ら
、
組
合
員
の

奥
さ
ん
方
が
協
力
を
申
し
出
て
く
だ
さ
り
、
今

で
は
一
緒
に
考
え
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

農林漁業に従事する人が、生
産（１次産業）から製造・加
工（２次産業）、販売などの
サービス（３次産業）までを
行うことによって、生産物の
価値を高め、所得の向上など
を目指す取組みです。

里山工房F
フ ィ ー コ

ICO （農）長沢営農組合

所 在 地  富山市婦中町長沢 4577
代 表  代表理事（組合長）：丹波満朗
6 次担当  販売促進担当：井上留美
T E L  050-8886-0535
H P  https://nagasawa-agri.jp/

インスタグラム  @nagasawa.toyama
販売場所  JA あおば「ほほえみ館」、

営農組合直売所、各種イベントほか
そ の 他  営農組合直売所・イベントで

の販売は不定期のため、最新情報はイン
スタグラムをご覧ください。

所 在 地  氷見市早借1006
代 表  廣田秀美
T E L  0766-76-2713
H P  https://satoyama-fico.com/

インスタグラム  ＠satoyama_fico
営業時間  10：30〜17：00

（冬季期間11〜２月は10：30〜16：30）
定 休 日  月・火・水曜日、お盆、年末年始
駐 車 場  早借公民館をご利用ください
そ の 他  テイクアウト専門店。

イートインスペース有。

桃のジュース。果
肉感たっぷりでト
ロリとした、まさ
に飲む桃。

組合自慢の米
『ねいの土と
ねいの米』で 
作ったのし餅。
昆布、白、豆
の３種類。

▲内観・イートインスペース

「６次産業化」とは？

6 次産業化

1 次産業
生産

2 次産業
加工

3 次産業
流通・販売

■農事組合法人長沢営農組合■里山工房FICO

とやまとやまのの

66次産業化次産業化

▲組合員

化学肥料を一切使
わず栽培したこだ
わりの桃で作った
ジャム。添加物不
使用です。

このほか、桃のリキュール「夜空ともも」も販売しています。

「
里
山
工
房
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
」を

始
め
た
き
っ
か
け
は
？

６
次
産
業
化
を
進
め
る
中
で
、

大
変
な
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
？

取
り
組
ん
で
よ
か
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

取
り
組
ん
で
よ
か
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

氷見の里山でゆったりとした
時間を過ごしませんか

長沢地区の「美味しい」を
ご賞味ください

▼無花果ジャム

Sora to Momo

桃ジャム

『ねいの土とねいの
米』の米粉で作った
グルテンフリーの焼
ドーナツ。もっちり
感の中に優しい味わ
い。プレーン、玄米、
黒糖、メープル、コ
コアの 5 種類。

Kome no Donut

のし餅

地元でさつまいもの
栽培や加工品の販売
に取り組む NPO 法
人速川活性化協議会
の紅はるか・シルクスイートのさつまいも
ペーストを使用。チーズケーキの土台となる
クッキーは、当店の米粉クッキーを使用。

さつまいも
チーズケーキ

地元産ミルキーク
イーンの米粉を使
用。しっとりもち
もちとした食感が特徴。

米粉
シフォンケーキ

（練り込み）

シフォンケーキに季
節の果物をサンド。
地元産のさつまいも
や無花果、りんご、
メロン等、季節によって年中様々なメニューを
楽しむことができる。

米粉シフォン
ケーキ（サンド）

インスタグラムHP

インスタグラム

HP

 魅力たっぷり！

教
え
て
！
廣
田
さ
ん

教
え
て
！
井
上
さ
ん

interview

interview

　

元
々
お
菓
子
作
り
が
趣
味
だ
っ
た
こ
と
と
地

元
の
素
材
を
使
っ
た
加
工
を
始
め
た
い
と
思
っ

た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
メ
イ
ン
で
あ
る
無
花

果
は
、
地
域
の
耕
作
放
棄
地
を
活
用
し
、
栽

培
を
始
め
ま
し
た
。
店
名
の
「
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
」 

は
、
イ
タ
リ
ア
語
で
無
花
果
と
い
う
意
味
で
す
。

　令和２年 10 月に氷見市の里山で古民
家を改修してオープンしたお菓子店で
す。自家農園で栽培した無花果 ( いちじ
く ) や地域の特産品「さつまいも」など
の地元素材にこだわったお菓子を販売。
新商品開発や施設の整備には、県の「農
村女性起業チャレンジ事業」「農村女性
起業拡大支援事業」を活用しました。

　長沢営農組合は、富山市長沢地区で農業を営む組
合員 37 人で構成されています。減化学肥料減農薬
で作ったこだわりの米と、化学肥料を一切使用せ
ず、農薬も必要最低限で作った桃等を販売していま
す。令和４年頃から販売担当の井上さんが発起人と
なり、米と桃を加工品として販売できるとしたら何
か、どうしたら商品化できるかを探り、組合内の調
整を経て、県の「６次産業化とやまの魅力発信事業」
を活用し、新商品開発に取り組みました。

ジャムは自家農園で
収穫した無花果と甜
菜糖を使用した優し
い甘さが特徴。コン
ポートは、無花果を赤ワインで 4 日間じっ
くり煮詰める。

無花果ジャム・
コンポート

お
す
す
め
の
メ
ニ
ュ
ー
は

何
で
し
ょ
う
か
？

こ
れ
か
ら
の
取
組
み
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

最
後
に
一
言
、お
願
い
し
ま
す
。

今
後
の
展
望
は
あ
り
ま
す
か
？ 

６
次
産
業
化
に
取
り
組
ん
だ
理
由
は
？

周
り
の
反
応
は
ど
う
で
し
た
か
？

組合自慢の米
「ねいの土と
ねいの米」▼

で
き
な
い
か
と
思

い
始
め
ま
し
た
。

現
在
の
商
品
は
、

私
自
身
が
食
べ
た

い
・
飲
み
た
い
と

思
う
も
の
を
商
品

化
し
ま
し
た
。

「
農
村
女
性
起
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」「
６
次

産
業
化
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
」
に
つ
い

て
は
、
富
山
県
農
林
水
産
部
農
村
振
興

課
農
村
活
性
化
係
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ

：

０
７
６
ー

４
４
４
ー
３
３
８
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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か
つ
て
、
氷
見
地
域
の
主
な
水
源
は
、
低
平
地

を
流
れ
る
仏ぶ

っ

生し
ょ
う

寺じ

川が
わ

、
上か

み

庄し
ょ
う

川が
わ

な
ど
の
小
河
川
で

あ
り
、
い
ず
れ
も
流
量
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
農

業
用
水
の
不
足
が
深
刻
で
し
た
。
そ
の
不
足
を
補

う
た
め
、
２
５
０
０
～
３
０
０
０
箇
所
と
も
い
わ

れ
る
多
く
の
た
め
池
か
ら
給
水
す
る
と
と
も
に
、

水
の
反
復
利
用
や
還
元
水
利
用
も
行
っ
て
お
り
、

多
大
な
労
力
と
費
用
を
要
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
ひ
と
た
び
日
照
り
が
続
く
と
深
刻
な
干
ば

つ
被
害
が
生
じ
る
地
域
で
し
た
。

　

五
位
ダ
ム
は
国
が
造
成
し
た
ダ
ム
で
す
が
、
国

営
事
業
着
手
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
昭
和
42

年
の
干
ば
つ
で
、
そ
の
年
の
５
月
11
日
か
ら
６
月

24
日
ま
で
連
続
45
日
の
干
天
が
続
き
、
８
８
３
箇

所
の
た
め
池
が
枯
渇
し
、
大
小
６
８
２
基
の
ポ
ン

プ
を
稼
働
さ
せ
て
導
水
し
た
と
い
う
記
録
が
残
っ

て
い
ま
す
。

　

氷
見
地
域
に
お
け
る
水
不
足
に
対
応
す
る
た

め
、「
国
営
総
合
か
ん
が
い
排
水
事
業
氷
見
地

区
」
と
し
て
昭
和
46
年
か
ら
昭
和
48
年
に
か
け

て
調
査
計
画
が
実
施
さ
れ
、
翌
年
の
昭
和
49
年

か
ら
昭
和
51
年
ま
で
の
３
か
年
で
全
体
実
施
設

計
を
行
い
、
昭
和
52
年
４
月
に
事
業
着
工
に
至

り
ま
し
た
。

　

事
業
の
内
容
は
氷
見
地
域
の
か
ん
が
い
対
策

を
総
合
的
に
実
施
す
る
た
め
、
ト
ン
ネ
ル
、
サ

イ
ホ
ン
、
菅
水
路
な
ど
の
水
路
整
備
が
35
・
２

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
頭と

う

首し
ゅ

工こ
う

１
箇
所
、
十じ

ゅ
う

二に

町ま
ち

潟が
た

排は
い

水す
い

機き

場じ
ょ
う

の
整
備
も
実
施
し
ま
し
た
が
、
最
も

重
要
な
水
源
の
確
保
の
手
段
と
し
て
、
五
位
ダ

ム
の
建
設
を
柱
と
し
ま
し
た
。

　

五
位
ダ
ム
の
水
源
は
、
氷
見
市
内
の
水
系
で

は
十
分
な
水
量
が
確
保
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

隣
接
す
る
高
岡
市
（
旧
福
岡
町
）
に
流
れ
る
子

撫
川
の
上
流
に
建
設
す
る
計
画
と
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
も
と
も
と
旧
福
岡
町
を
流
下
し
て
小

矢
部
川
に
流
れ
て
い
た
農
業
用
水
の
一
部
を
新

た
に
氷
見
地
域
に
送
水
す
る
こ
と
か
ら
、
下
流

域
の
住
民
の
方
々
に
不
利
益
が
生
じ
な
い
よ

う
、
国
、
県
、
市
町
の
担
当
職
員
の
み
な
ら
ず

首
長
自
ら
住
民
説
明
に
何
度
も
足
を
運
び
、
丁

寧
な
説
明
を
重
ね
て
建
設
地
な
ら
び
に
下
流
域

の
同
意
を
得
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

氷
見
地
域
へ
の
導
水
の
き
っ
か
け

水
不
足
を
解
消
す
る
た
め
に

◀▼ため池からの水汲み

カモ親子カモ親子のの
農村日記農村日記

氷
見
地
区
を
潤
す 

五
位
ダ
ム

五
位
ダ
ム

　

盛
り
立
て
る
材
料
に
は
ダ
ム
周
辺
の
土
砂
を
活

用
し
て
い
ま
す
が
、
ダ
ム
と
し
て
必
要
な
材
料
の

性
能
を
満
た
す
た
め
に
材
料
の
混
合
方
法
や
締
固

め
の
方
法
、
材
料
に
含
ま
れ
る
水
分
量
の
管
理
な

ど
細
心
の
管
理
の
も
と
所
定
の
性
能
を
保
持
す
る

よ
う
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

氷
見
地
域
に
効
率
的
に
送
水
す
る
た
め
の
ダ
ム

位
置
の
選
定
は
、
限
ら
れ
た
条
件
の
中
で
せ
ざ
る

を
得
な
い
こ
と
か
ら
、
五
位
ダ
ム
は
泥
岩
、
砂
岩

が
交
互
に
重
な
っ
た
地
盤
の
う
え
に
泥
岩
を
盛
り

立
て
る
も
の
で
、
非
常
に
品
質
管
理
が
難
し
い
ダ

ム
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
学
識
経
験
者
に
よ
る
委
員
会
を
組
織

し
、
調
査
試
験
計
画
の
樹
立
、
施
工
方
針
の
検
討

な
ら
び
に
施
工
中
の
各
種
問
題
の
解
決
に
努
め
る

た
め
に
計
19
回
委
員
会
を
開
催
し
、
各
分
野
の
学

識
経
験
者
か
ら
適
切
な
指
示
・
助
言
を
受
け
て
完

成
に
至
り
ま
し
た
。

　

五
位
ダ
ム
は
、
ダ
ム
の
中
心
部
に
遮
水
性
の

高
い
ゾ
ー
ン
を
設
け
、
土
砂
や
岩
石
な
ど
の
充

填
材
を
盛
土
し
て
築
か
れ
た
「
中
心
遮
水
ゾ
ー

ン
型
フ
ィ
ル
ダ
ム
」と
い
う
形
式
の
ダ
ム
で
す
。

　

近
年
、
豪
雨
災
害
の
増
加
を
受
け
て
、
全
国
の

ダ
ム
で
洪
水
調
節
機
能
強
化
の
取
組
み
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
五
位
ダ
ム
は
、
か
ん
が
い
用
水
と

し
て
使
用
し
て
空
い
た
容
量
の
部
分
で
洪
水
を
一

時
的
に
貯
留
す
る
こ
と
に
よ
り
、
下
流
域
へ
の
洪

水
発
生
を
抑
制
す
る
取
組
み
を
国
の
指
導
の
下
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
が
推
進
さ
れ
る
中
、
小

水
力
発
電
を
行
う
土
地
改
良
施
設
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
五
位
ダ
ム
で
は
、
令
和
３
年
度
、
氷
見

市
土
地
改
良
区
が
事
業
者
と
な
り
、
ダ
ム
か
ら
子

撫
川
へ
放
流
さ
れ
る
水
を
利
用
し
た
小
水
力
発
電

を
開
始
し
ま
し
た
。
発
電
し
た
電
気
を
売
電
し
た

収
益
は
、
氷
見
市
土
地
改
良
区
管
内
の
土
地
改
良

施
設
の
維
持
管
理
費
な
ど
に
充
て
ら
れ
、
農
家
の

皆
さ
ん
の
負
担
軽
減
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

五
位
ダ
ム
の
建
設

 

時
代
の
変
化
と
と
も
に 

求
め
ら
れ
る
新
た
な
役
割

カ
モ
親
子
の
用
語
メ
モ

● 

土 

地
改
良
施
設
…
農
業
用
用
排
水
施
設
や

農
業
用
道
路
、
そ
の
ほ
か
農
用
地
の
保

全
や
利
用
を
す
る
上
で
必
要
な
施
設
。

● 

反 

復
利
用
…
上
流
の
田
畑
か
ら
の
排
水
を

せ
き
止
め
、
ポ
ン
プ
な
ど
で
汲
み
上
げ

て
再
度
利
用
す
る
こ
と
。

● 

還 

元
水
利
用
…
河
川
や
地
下
水
に
還
元
さ

れ
た
用
水
を
、
ポ
ン
プ
な
ど
で
汲
み
上

げ
て
再
度
利
用
す
る
こ
と
。

● 

頭 

首
工
…
河
川
な
ど
か
ら
用
水
路
へ
必
要

な
用
水
を
引
き
入
れ
る
た
め
の
施
設
。

● 

排 

水
機
場
…
ポ
ン
プ
を
利
用
し
て
強
制
的

に
排
水
を
行
う
施
設
。

● 

有 

効
貯
水
量
…
ダ
ム
の
総
容
量
か
ら
堆
積

す
る
土
砂
の
容
量
を
差
し
引
い
た
、
実

際
に
貯
め
ら
れ
る
水
量
の
こ
と
。

● 

小 

水
力
発
電
…
一
般
的
に
出
力
１
０
０
０

キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の
水
力
発
電
の
こ
と
。

土地改良施設の紹介

有効貯水量は
810 万立方メートル。

東京ドーム約 6.5 杯分の
水を貯められるんだね。

発電量は年間約72万キロ
ワットアワー！一般家庭なら、
約240世帯分の一年間の消費
電力をまかなえるんだよ！

子撫川から氷見市の
農地に水を送れる

ようになったんだね。

　

五
位
ダ
ム
は
、
富
山
県
西
部
を
流
れ
る
一
級
河
川�

子こ

撫な
で

川が
わ

の
上
流
に
位
置
し
ま
す
。
子
撫
川
の
水
を
貯
留

し
、氷
見
市
お
よ
び
高
岡
市
の
一
部
の
農
地
約
３
０
０
０�

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
農
業
用
水
を
供
給
し
て
い
ま
す
。

た
め
池
か
ら
の
水
汲
み

に
は
、
大
変
な
労
力
が

か
か
っ
て
い
た
ん
だ
。

五位ダム

主な受益地域

▼五位ダム発電所の発電機
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　中山間地域では、高齢化で柿を収穫で
きない、また、人口減少で自家消費しき
れないなどの理由により、柿の木を放置
せざるを得なくなってきており、クマやサ
ルが餌を求めて出没することがあります。
　そこで、県では、令和６年度「チャレ
ンジコンテスト※1」として、放置された
柿を活用した柿の摘取りや串柿づくりの
体験会を開催し、鳥獣害対策と地域活
性化につなげる取組みを実施しました。

　体験会は、令和６年 10 月 26 日（土）
に 15 名の方にご参加いただき、富山市山
田谷地域で開催しました。開催にあたって
は、会場となる山田谷地域の方々のほか、
昼食の準備について NPO 法人山田の案山
子にご協力いただきました。
　イベント内容は、　摘み取り体験、　昼
食、　 串柿づくり体験の３つです。食用の
平
ひら

核
たね

無
なし

柿※ 2 は持ち帰り放題とし、飾り用
串柿は山田谷地域で乾燥後、県から参加者
へ送付する形式をとりました。

　

地
域
の
方
か
ら
作
業
や
道
具
の
使
い
方
の
説
明

を
受
け
た
あ
と
、
食
用
の
平
核
無
柿
を
取
る
グ
ル
ー

プ
と
飾
り
用
の
ハ
ン
コ
柿
※
3

を
取
る
グ
ル
ー
プ

の
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

高
枝
切
ば
さ
み
の
ほ
か
、
昔
な
が
ら
の
「
は
さ
ん

ば
こ
※
4

」
と
い
う
摘
取
り
道
具
を
用
い
て
作
業
を

行
い
ま
し
た
。
地
域
の
方
に
は
、
木
に
登
っ
て
籠

を
縄
で
吊
る
し
、
は
さ
ん
ば
こ
を
使
っ
て
高
い
場

所
の
柿
を
と
る
昔
な
が
ら
の
方
法
を
実
践
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
昔
の
暮
ら
し
、
畑
の
中
に
残
る

野
生
動
物
の
痕
跡
や
植
物
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
楽
し
く
作
業
を

進
め
ま
し
た
。

※２ 平核無柿…平たい形と種無しであることが特徴の
渋柿の品種です。

※１ チャレンジコンテスト…職員の政策立案能力を向上さ
せることを目的に、県の課題解決策を職員から募集し、選
ばれた提案を実際に事業化するものです。

※
３ 

ハ
ン
コ
柿
…
山
田
谷
地
域
で
昔
か
ら
串
柿
用

に
植
栽
さ
れ
て
い
る
渋
柿
の
品
種
で
す
。

※
４ 

は
さ
ん
ば
こ
…
竹
の
先
を
割
っ
て
、
針
金
な

ど
で
固
定
し
た
道
具
。
竹
の
割
れ
た
先
の
部
分
に

柿
の
枝
を
は
さ
み
、
ひ
ね
る
こ
と
で
柿
を
摘
み
取

る
。
他
の
地
域
で
は
「
は
さ
ん
ば
り
」
と
も
言
う
。

イベントの概要

参
加
者
の
声

お
わ
り
に

摘
取
り
体
験

昼
食

串
柿
づ
く
り
体
験

　

摘
取
り
体
験
の
後
に
は
、昼
食
を
と
り
ま
し
た
。

メ
ニ
ュ
ー
は
お
に
ぎ
り
と
熊
汁
で
す
。
使
用
し
た

食
材
は
ほ
と
ん
ど
が
山
田
谷
地
域
産
で
、
お
米
や

野
菜
の
ほ
か
、
熊
肉
も
地
元
の
猟
師
さ
ん
が
同
地

域
で
捕
獲
し
た
も
の
で
し
た
。
食
事
を
通
し
て
、

地
域
の
魅
力
を
存
分
に
味
わ
い
、
参
加
者
の
方
と

地
域
の
方
と
の
間
で
交
流
を
深
め
る
時
間
に
な
り

ま
し
た
。
山
田
谷
地
域
の
お
米
を
買
え
る
場
所
の

Ｐ
Ｒ
も
あ
り
、
後
日
、
実
際
に
購
入
し
に
来
ら
れ

た
そ
う
で
す
。

　

食
事
の
後
は
、
摘
み
取
っ
た
柿
を
使
用
し
た
串

柿
づ
く
り
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

皮
む
き
を
し
た
後
に
、
串
に
刺
し
、
ひ
も
で
結

ん
で
い
き
ま
し
た
。
皮
む
き
で
は
、
ピ
ー
ラ
ー
の

ほ
か
に
、
昔
な
が
ら
の
皮
む
き
器
も
使
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
串
に
刺
す
作
業
で
は
、
地
域

の
方
に
お
手
本
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
に

倣
っ
て
作
業
し
ま
し
た
。
自
分
の
作
っ
た
数
本
の

串
を
ひ
も
で
一
つ
に
ま
と
め
、
名
札
を
つ
け
ま
し

た
。
食
用
の
干
し
柿
は
、
時
間
の
都
合
に
よ
り
、

作
業
方
法
を
地
域
の
方
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
、

自
由
に
持
ち
帰
り
自
宅
で
作
業
し
て
い
た
だ
く
形

式
と
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
袋
一
杯
に

柿
を
詰
め
て
持
ち
帰
ら
れ
ま
し
た
。

　

体
験
会
終
了
後
も
、
体
験
を
振
り
返
り
地
域
を

思
い
出
し
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
至
れ

り
尽
く
せ
り
で
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」

「
今
回
の
よ
う
な
昔
な
が
ら
の
物
づ
く

り
体
験
型
の
イ
ベ
ン
ト
は
良
い
な
と
思
っ
た
」「
人

数
が
ち
ょ
う
ど
よ
く
、
一
人
で
も
気
兼
ね
な
く
申

し
込
み
出
来
た
」
な
ど
の
ご
感
想
を
い
た
だ
き
、

概
ね
ご
満
足
い
た
だ
け
た
と
感
じ
ま
し
た
。
一
方

で
、
山
間
地
で
実
施
し
た
こ
と
も
あ
り
、
ト
イ
レ

の
不
便
に
関
す
る
ご
意
見
や
、「
も
っ
と
地
域
の

方
と
地
域
の
課
題
や
放
任
果
樹
の
活
用
に
つ
い
て

話
し
合
う
時
間
が
あ
れ
ば
よ
か
っ
た
」
と
い
う
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
な
た
の
地
域
に

も
、
放
置
さ
れ
て
い
る

地
域
資
源
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
今
は
価

値
の
な
い
も
の
や
厄
介

者
と
思
っ
て
い
て
も
、

う
ま
く
活
用
す
る
こ
と

で
地
域
に
よ
い
効
果
を

も
た
ら
す
可
能
性
を
秘

め
て
い
ま
す
。
今
回
の

取
組
み
が
、
厄
介
者
な

ど
と
思
わ
れ
る
よ
う
な

地
域
資
源
を
、
視
点
を

変
え
て
発
掘
し
、
活
か

し
て
い
く
、
そ
ん
な
地

域
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア

の
一
つ
に
な
れ
ば
幸
い

で
す
。

串
柿
が
参
加
者
の
皆
さ
ん
へ
送
付
さ
れ
る
ま
で
の

間
、
乾
燥
過
程
の
写
真
配
信
を
行
い
、
12
月
上
旬

に
は
参
加
者
の
皆
さ
ん
の
手
元
へ
串
柿
を
送
り
届

け
ま
し
た
。

富山市
山田谷地域

▲昔ながらの皮むき器▲お手本を見ながらみんなで串に刺す作業

▲作業を終え、満面の笑みを浮かべる参加者
▲木の上に登る地域の方 ▲はさんばこを用いた摘取り作業

▲山田谷地域伝統の「串柿づくり」

▶︎
ク
マ
の
爪
痕

▼昼食をとりながら歓談

▲地元食材を使った昼食

◀乾燥中の串柿

▲串をひもでまとめて
　乾燥の準備

放任果樹放任果樹を

地域活性化地域活性化の
きっかけに
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※ 各ラボの日程・内容等は令和 7 年 3 月現在調整中のものです。
変更となる場合があります。

富山
きときと
空港

北陸
新幹
線

黒部宇奈月温泉駅

富山駅新高岡
駅

一般 小学生以下
2泊 3日 25,000 円 12,500 円
1 泊 2日 18,000 円 9,000 円

参加費

令
和
７
年
度

優
秀
賞

「チューリップと立山」
大門　一翔（滑川市）

南
部　
　
　

勉
（
南
砺
市
）

東　
　

句
美
子
（
高
岡
市
）

浦
山　
　

重
光
（
富
山
市
）

谷
崎　
　

悦
夫
（
高
岡
市
）

北
島　
　

正
之
（
富
山
市
）

黒
田　
　

俊
之
（
富
山
市
）

戸
田　
　

美
香
（
富
山
市
）

岩
本　
　
　

愛
（
上
市
町
）

金
子　
　

昌
舜
（
上
市
町
）

善
光　
　

悠
仁
（
富
山
市
）

野
島　
　

綾
夏
（
富
山
市
）

戸
田　
　

美
智
（
富
山
市
）

清
水　

ひ
か
り
（
富
山
市
）

岩
井　
　

里
歩
（
朝
日
町
）

戸
田　
　

智
樹
（
富
山
市
）

白
又　
　

来
未
（
入
善
町
）

受賞作品は「とやま棚田ネットワーク」
のホームページ（URL:https://www.
tym-midori.net/tanada/tanada.htm）
でご覧いただけます。

ご家族・ご友人同士で、お誘い
合わせの上ご参加ください

参
加
者
募
集

週
末
と
や
ま

週
末
と
や
ま

農
村
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ

農
村
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
」

」

1 泊 2 日

国吉ラボ

酪農家で餌やり・搾乳体験、
国吉りんご収穫、
ランプシェード作り

10/25 土 ～10/26 日

酪
農
、
竹
林
、
リ
ン
ゴ
の
収
穫

里
山
の
暮
ら
し
は
奥
が
深
～
い
！

1 泊 2 日

灘浦ラボ

朝獲れ鮮魚さばき体験、
伝統工芸わら細工づくり体験

5/24 土 ～5/25 日

海
、
山
、
畑
で
氷
見
の
魅
力
を
体
感

一
度
覚
え
れ
ば
一
生
も
の
の

「
魚
さ
ば
き
体
験
」

2 泊 3 日

南砺ラボ

狩女に狩猟を学ぶ、
特産里芋の植え付け体験

6/6 金 ～6/8 日

散
居
村
と
里
山
の
田
舎
暮
ら
し
を
体
感

昔
な
が
ら
の
手
作
業
に
よ
る

糸
作
り
を
体
験

2 泊 3 日

立山ラボ

越中瀬戸焼作家による
陶芸体験、落差日本一
称名滝見学

10/17金 ～10/19日

雄
大
な
立
山
の
麓
、

自
然
の
中
か
ら
生
ま
れ
る

ア
ー
ト
と
信
仰
に
触
れ
る

「牧草ロールのある風景」
藤牧　隆夫（富山市）

「
自
然
と
文
化
の
結
晶
」  

高
木  

一
颯
（
射
水
市
）

お問い合わせ

T E L  076-482-3161
F A X  076-482-3635
E -ma i l  info@gt-toyama.net

T E L  076-444-9011
F A X  076-444-4427

■ NPO法人グリーンツーリズムとやま ■ 富山県農村振興課 
中山間農業振興係

令和 7 年度の各ラボのスケジュールは、NPO 法人グリーン
ツーリズムとやまホームページをご覧ください。

「
田
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杉
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邦
雄
（
高
岡
市
）

一
般
部
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「とやまの「とやまの
農山村写真展」農山村写真展」
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ア
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門

ジ
ュ
ニ
ア
部
門

受賞作品紹介

第 14 回

「とやま棚田ネットワーク」
ホームページはこちらから

　

富
山
県
の
農
村
地
域
に
は
、
受
け
継
い
で
い
き
た
い

魅
力
的
な
地
域
資
源
が
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。
農
作

業
、
農
村
暮
ら
し
、
伝
統
文
化
の
体
験
を
通
じ
て
魅
力

あ
る
地
域
資
源
を
感
じ
、
地
域
と
交
流
す
る
「
週
末
と

や
ま
農
村
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
」
を
新
た
に
開
催
し
ま
す
。
週
末

に
富
山
の
魅
力
を
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

1 泊 2 日

魚津片貝ラボ

水循環遺産巡り、
魚釣り・鮮魚さばき体験

9/20 土 ～9/21日

水
循
環
を
感
じ
ら
れ
る 

う
お
っ
！
な
ま
ち　

懐
か
し
い

空
間
に
癒
さ
れ
、
自
然
を
満
喫
！

2 泊 3 日

やまだ村ラボ

そば打ち体験、
干柿作り体験、牛岳散策

11/7金 ～11/9 日

富
山
ま
る
見
え
！
高
原
の
里
山

や
ま
だ
村
の
風
情
と
地
元
住
民
の

人
情
に
触
れ
る

お申し込みはこちらから

1 泊 2 日

笹川ラボ

ヒスイ探し、ホタル観察会、
薬草採り体験

ホ
タ
ル
が
飛
び
交
う
清
ら
か
な
自
然

里
山
だ
け
ど
海
も
近
い

朝
日
の
魅
力
を
堪
能

6/21土 ～6/22 日 ！

令
和
７
年
度
か
ら
、

「
と
や
ま
帰
農
塾
」は
新
た
に

「
週
末
と
や
ま
農
村
Ｌ
ｉ
ｆｅ
」

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
！

1 泊 2 日

利賀村ラボ

わら細工づくり体験、
野菜の雪中収穫体験、
伝統食づくり体験、
そば打ち体験

利
賀
の
暮
ら
し
体
験

山
里
の
生
活
体
験
が
ヒ
ト
を
育
む

2/21土 ～2/22日

　「とやまの農山村写真展」は、富山県の豊かな農山村風
景を後世に守り伝えることを目的に開催。作品を応募され
る方はもちろん写真展をご覧いただく方 に々とっても農山村
の魅力を再発見する良いきっかけとなっています。
　今回は 203 点（一般 98 作品、ジュニア105 作品）
の応募があり、その中から富山県知事賞（最優秀賞、
優秀賞）、富山県土地改良事業団体連合会長賞（棚田賞）
及びとやま棚田ネットワーク会長賞（特別賞）を選定・
表彰しましたので紹介します。（敬称略）
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令和
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令和
７年

棚

田

賞
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裏側裏側表紙写真 魚津市

　今号の表紙は、令和６年７月に、魚津市小川寺西
にし

布
ふ

施
せ

ぶどう組合のぶどう園にて、学校法人荒
井学園新川高等学校（以下、新川高校）の生徒たちがぶどうの袋かけ作業を手伝っている様子です。
　今回の作業は県の「中山間地域保全パートナーシップ推進事業」の一環として行われたもの
です。県は各農林振興センターに「パートナーシップ推進デスク」を設置し、農業者の減少や
高齢化による労働力不足が課題となっている中山間地域等と、その地域活性化に協力してくだ
さる団体とのマッチングを支援しています。
　西布施ぶどうは、魚津市南東部、県内最大のぶどう産地である西布施地域で約 65 年にわたっ
て栽培されてきました。しかし近年は、農業者の高齢化や後継者不足などにより、ぶどう栽培
を継続することが厳しいとの声が聞かれるようになったため、県の事業を活用し、令和 5 年か
ら新川高校の生徒たちによる西布施ぶどう組合での作業協力（鳥獣被害を防ぐための柵設置や
ぶどうの袋かけ等）を始めました。生徒たちに農作業を手伝ってもらう以外に農業に興味を持っ
てもらうため、ぶどうの試食や地元ワイナリーの見学も行っています。
　この活動の継続や更なる発展に向け、令和 6 年 10 月 3 日には両者による中山間地域パート
ナーシップ協定の締結式が行われました。今後は、ぶどう園から発生する未利用物（廃棄する
ぶどうや剪定後の枝）を活用して、新川高校の生徒が商品開発に取り組んでいく予定となって
います。今後の新川高校の活躍に期待が高まりますね！

　富山県農泊推進ネットワーク会議では、富山県のふ
るさと納税「ワクワクとやま応援寄附金」の返礼品とし
て、富山県で農泊を実施している地域で利用できる「と
やま農泊宿泊チケット」をご用意しました。1 万円の寄
附につき、3,000 円分の宿泊チケットが発行され、県
内農泊地域の対象施設（※）における宿泊にご利用い
ただけます。県外在住のお知り合いに、ぜひ富山県へ
のふるさと納税と、「とやま農泊宿泊チケット」で「と
やま農泊」への参加をオススメしてください！

　県内の農山漁村地域の情報を集約
した富山県農山漁村総合サイト「む
らまち交流ラボとやま」を開設しま
した。地域の情報を「イベント・体験」

「食べる・買う」「泊まる」に分類して
掲載するほか、県の事業の情報や、
農山漁村地域に関連したコンテンツ
の特集ページなど、情報が盛り沢山
です。ぜひご覧ください！

No.46
ぶどう産地の労働力不足に
救世主登場！

▲種なしぶどうを作るための作業

▲  中山間地域パートナーシップ 
協定締結式

「中山間地域保全
パートナーシップ
推進事業」について
もっと知りたい方は
こちらから（県 HP）

のの
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富山県農林水産部農村振興課
〒930-0004　
富山市桜橋通り5番13号　富山興銀ビル4階
TEL  076-444-3380　 FAX  076-444-4427

本号とバックナンバーは富山県ホームページ
（URL: https://www.pref.toyama.jp/1605/sangyou/
nourinsuisan/nougyou/kj00022050/kj00022049.html）
でもご覧になれます。

この冊子は、富山県農村環境創造基金で発行されています。

本誌に関するご意見、ご要望等をお寄せく
ださい。住所、氏名のご記入をお忘れなく。
個人情報については、ご意見・ご要望の内容
確認以外に使用いたしません。

ご意見・ご要望をお寄せください

ワクワクとやま応援寄附金（ふるさと納税）

返礼品「とやま農泊宿泊チケット」の
ご案内

富山県農山漁村総合サイト
「むらまち交流ラボとやま」開設！

お知らせ

（※）対象施設は順次増加予定です。
現在の対象施設は下記 QR コード

（URL：https://gt-toyama.net/
vacance/）から
ご確認下さい。

ご寄附は
こちらから

（さとふるホームページ）

URL：https://www.
satofull.jp/products/
detail.php?product_
id=1588134&query_
id=f97e3e1a-7ba6-4bbf-
b8a8-236687716f16

「むらまち交流ラボとやま」
公式 LINE アカウントは

こちらから

「むらまち交流ラボとやま」
（URL：https://www.
info-toyama.com/

muramachi-lab/）はこちらから

情報の掲載を希望される方は、
以下の申請フォームからお申し込
みください。 （URL：https://www.
info-toyama.com/
muramachi-lab/
features/business）※画像はイメージです。

ふるさと夢とやま 検索

ふるさと
　とやま　とやま

バックナンバーはこちらから↓




